
日米比の軍事協力強化反対！ バリカタン合同軍事演

習反対！ 自衛隊のフィリピン駐留策動を許すな！

4 月 11 日のワシントンでの日米首脳会談は、米軍と自

衛隊の「指揮統制」の強化を打ち出し、日米軍事同盟を

新たな段階へと押し上げました。その翌日の 12 日には、

日本、米国、フィリピンの初めての三ヵ国首脳会談が開

催され、日米比の軍事協力の強化が打ち出されました。

私たちは、アジア民衆と連帯し、日米軍事同盟を軸とし

た多国間軍事協力体制の強化、岸田政権による戦争体制

づくりと自衛隊の海外派兵の拡大に反対します。

マニラでの日米首脳会談抗議行動

強まる日米比の軍事協力

日米両政府はこのかん「台湾有事」を煽り立てながら、日米韓の三国準軍事同盟化など、アジア

における集団的な安保体制・軍事協力をおし進めてきました。先日の日米比の三国首脳会談は、日

米のアジア軍事戦略にフィリピンを巻き込み、中国に対する軍事的包囲網をいっそう強化すること

で、アジアの軍事緊張をいっそう煽り立てるものです。

バリカタン合同軍事演習への自衛隊の参加反対

フィリピンからの米軍基地の撤去後も、米軍は合同軍事演習を繰り返し、それはますます拡大し

ています。今年 4 月 22 日からは米比合同軍事演習バリカタンは過去最大規模で実施されます。台

湾海峡に近いフィリピンのルソン島やパラワン島沖などで実施されるこの合同軍事演習には、日本

の自衛隊もこれまでのオブザーバー参加の範囲を超えて本格参加します。フィリピン民衆とともに、

地域の軍事緊張を拡大するこの軍事演習と自衛隊の参加に対して抗議の声をあげましょう。

自衛隊のフィリピンへのローテーション派兵を阻止しよう

日本政府はこのかん海上保安庁の巡視艇や供与や「人道援助・災害救援」を口実にした二国間軍

事訓練などを通してフィリピンとの軍事協力を強めてきました。岸田政権が創設した軍事援助「政

府安全保障協力能力強化支援」（OSA）の第一号となったのもフィリピンへの沿岸監視レーダーシ

ステムの提供でした。それだけでなく、自衛隊のフィリピンへの駐留さえ狙われています。フィリ

ピンのロアムデス駐米大使は 4 月 3 日の記者会見で、日比両政府が自衛隊のフィリピンへのローテ

ーション派兵を検討していることを明らかにしました。侵略戦争・植民地支配の公式謝罪・国家賠

償もしないまま、日本軍がかつて占領したフィリ

ピンに自衛隊が駐留することなど絶対に認められ

ません。フィリピン・アジアの民衆と連帯し、岸

田政権の戦争体制づくり、自衛隊のフィリピ駐留

策動と海外派兵の拡大を阻止するたたかいを共に

進めていこうではありませんか。

日米軍事同盟と日本の軍拡に反対するフィリピン民衆
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